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研究成果の概要（和文）：顎口腔系の機能的異常は，生体へストレスとして作用することが報告されている。し
かし，ヒトのストレス反応を評価するためには刺激に伴う情動を確認し，中枢レベルでの反応を含めた多方面か
らの総合的な検討をする必要があるものと考えられる。そこで，顎口腔系の機能的異常がストレスとして前頭前
野皮質部脳活動および全身状態へ及ぼす影響を明らかにするために，実験的下顎偏位を用い，前頭前野皮質部脳
活動状態，自律神経系状態としての心拍数，心理的指標としてのVASの測定を行うことで，情動を含めたストレ
ス反応を評価した。
その結果、偏位は人体ストレス刺激として作用し、前頭前野皮質部の賦活し、自律神経の不調和を引き起こし
た。

研究成果の概要（英文）：Occlusal disharmonies system has been reported to act as a stressor. 
Therefore it is important to investigate PFC activity at the time of the stress due to abnormality 
of the stomatognathic system. Then, the purpose of this study was to determine the influence of 
abnormality of the stomatognathic system on emotion by measuring PFC activity using NIRS in response
 to experimentally deviated mandibular position (EDMP). At the same time, heart rate (HR) and the 
visual analogue scale (VAS) were determined as an indicator of ANS function and a psychological 
index, respectively.
In this study, EDMP-induced elevation in level of PFC activity was a response to discomfort, 
suggesting that EDMP affects systemic function such as that of the ANS as an unpleasant stressor.

研究分野： スポーツ歯科医学
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１．研究開始当初の背景 
実験動物を用いた神経生理学的研究におい
て，咬合障害等のストレス刺激に伴い前頭前
野脳神経活動は特異的に機能亢進するとさ
れている。しかし，ヒトのストレス反応を評
価するためには刺激に伴う情動を確認し， 
中枢レベルでの反応を含めた多方面からの
総合的な検討をする必要があるものと考え
られる。そこで，顎口腔系の機能的異常がス
トレスとして前頭前野皮質部脳活動および
全身状態へ及ぼす影響を明らかにするため
に，実験的下顎偏位を用い，前頭前野皮質部
脳活動状態，自律神経系状態としての心拍数，
心理的指標としての Visual Anlogue Scalc
の測定を行うことで，情動を含めたストレス
反応を評価した。 
 
２．研究の目的 
顎口腔系の機能的異常は，生体へストレスと
して作用することが報告されている。実験動
物を用いた神経生理学的研究において，咬合
障害等のストレス刺激に伴い前頭前野脳神
経活動は特異的に機能亢進するとされてい
る。しかし，ヒトのストレス反応を評価する
ためには刺激に伴う情動を確認し，中枢レベ
ルでの反応を含めた多方面からの総合的な
検討をする必要があるものと考えられる。そ
こで，顎口腔系の機能的異常がストレスとし
て前頭前野皮質部脳活動および全身状態へ
及ぼす影響を明らかにするために，実験的下
顎偏位（以下，偏位）を用い，前頭前野皮質
部脳活動状態，自律神経系状態としての心拍
数，心理的指標としての Visual Ana-logue 
Scale（以下，VAS）の測定を行うことで，情
動を含めたストレス反応を評価した。 
 
３．研究の方法 
被験者は健康な右利きの成人１４名（男性１
０名，女性４名，平均２６．５歳）とした。
実験デザインは，レスト１分間，タスク３分
間，レスト２分間に設定し，①コントロール
（安静），②計算，③偏位，④計算＋偏位（②
＋③）の４種類のタスクをランダムに１回ず
つ行った。測定中の口腔内条件は，レスト時
の顎位はすべて下顎安静位とし，①コントロ
ールと②計算タスクは下顎安静位，③偏位と
④計算＋偏位タスクは実験的下顎偏位装置
を用いた非主咀嚼側への偏位とした。前頭前
野皮質部脳活動状態の確認には近赤外分光
法（NIRS）を用い，ヘモグロビンの濃度変化
の計測を行った。また，心拍数の測定，各タ
スクにおける VAS の測定を行い，これらの
結果について検討した。 
 
４．研究成果 
前頭前野皮質部脳活動状態は左右ともにコ
ントロールと比較して計算，偏位，計算＋偏
位で有意な賦活が認められ，計算＋偏位で最
も賦活する傾向にあった。計算，偏位はそれ
ぞれ人体へストレス刺激として作用し，さら

にその２つの刺激が合わさることで前頭前
野皮質部脳活動はさらに上昇したものと考
えられる。また，心拍数はコントロールと比
較して計算，偏位，計算＋偏位で増加傾向が
認められ，VAS はコントロールと比較して計
算，偏位，計算＋偏位で有意なスコアの増加
が認められた。 
以上より，偏位は人体ストレス刺激として作
用し，不快な情動の発現とともにストレス反
応として前頭前野皮質部の賦活，自律神経系
状態の不調和を引き起こしたものと考えら
れる。 
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